
　

日
本
で
は
急
速
な
少
子
化
と
高
齢
化
が
進
展
す
る

中
、
多
く
の
外
国
人
が
優
れ
た
知
識
や
技
能
を
発
揮

し
て
社
会
を
支
え
て
い
る
。
今
や
経
済
活
動
の
み
な

ら
ず
社
会
基
盤
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
外
国

人
材
の
受
け
入
れ
は
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

　

他
方
で
、
ア
ジ
ア
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
日
本

の
相
対
的
な
魅
力
の
低
下
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
人

材
獲
得
競
争
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
日
本
が
外

国
人
か
ら
「
選
ば
れ
る
国
」
に
な
る
た
め
に
は
、
外

国
人
を
単
に
「
受
け
入
れ
る
」
国
か
ら
戦
略
的
に

「
誘
致
す
る
」
国
へ
と
発
想
を
転
換
し
、
外
国
人
が

一
層
活
躍
で
き
る
よ
う
な
「
共
生
社
会
」
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
こ
で
今
般
、
経
団
連
で
は
国
民
的
議
論
の
喚
起

を
目
的
に
、
国
際
協
力
機
構（
以
下
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）お

よ
び
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）

と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
選
ば
れ
る
国
』
に
な
る
た

め
に

─
共
生
社
会
実
現
へ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
を

共
催
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
模
様
を
報
告
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様

　

８
月
10
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
民
間
企
業
や
省
庁
、
自
治
体
、

大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
関
係
者
３
０
０
人
余
り
が
参
加
し

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、
経
団
連
の
橋
本
英
二
副

会
長
・
産
業
競
争
力
強
化
委
員
長
が
開
会
挨
拶
し
、

現
場
人
材
の
不
足
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
外
国
人
材

の
中
長
期
的
な
受
け
入
れ
に
関
す
る
議
論
の
必
要
性

に
言
及
し
た
。
ま
た
、
政
府
代
表
と
し
て
挨
拶
し
た

古
川
禎
久
法
務
大
臣（
当
時
）は
、「
外
国
人
材
か
ら

選
ば
れ
る
国
に
な
る
こ
と
が
日
本
国
と
し
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
産
学
官
の
有
識
者
を
招
い
て
「
共
生
社
会
実

現
の
方
向
性
と
課
題
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
君
塚
宏
法
務
省
出
入
国
在
留
管

理
庁
在
留
管
理
支
援
部
長
、
宍
戸
健
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
上

級
審
議
役
、
鈴
木
康
友
浜
松
市
長
、
毛
受
敏
浩
Ｊ
Ｃ

外
国
人
と
の
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

産
業
競
争
力
強
化
委
員
会
外
国
人
政
策
部
会
長

リ
コ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
上
席
執
行
役
員
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ

瀬せと
戸
ままゆこ
ゆ
子
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ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
者
か
ら
政
府
に
求
め
る
こ
と

と
し
て
、「
外
国
人
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
」

で
あ
る
こ
と
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
基
本

法
の
整
備
や
外
国
人
庁
の
設
置
等
が
提
案
さ
れ
た
。

ま
た
国
民
に
対
し
て
は
、
外
国
人
の
文
化
や
価
値
観

を
尊
重
し
た
り
、
相
手
を
理
解
し
た
り
す
る
努
力
が

必
要
と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

共
生
社
会
実
現
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を

構
成
す
る
一
員
で
あ
る
。
国
際
的
な
人
材
獲
得
競
争

が
激
し
く
な
る
今
こ
そ
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
、
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
官
民
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
我
々
経
済
界
に
は
外
国
人
定
着
の
た
め
、
長

期
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
雇
用
環
境
等
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

今
後
と
も
経
団
連
は
、
諸
団
体
と
の
意
見
交
換
を

通
じ
て
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す

る
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
な
外
国
人
材
が

活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

Ｉ
Ｅ
執
行
理
事
の
₄
人
で
、
私
は
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
外
国
人
受
け
入
れ
の
現
状
に
つ
い
て
、

国
と
し
て
の
政
策
が
不
在
の
中
、
す
で
に
一
部
の
自

治
体
で
移
民
社
会
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
特

定
技
能
や
高
度
専
門
職
と
い
っ
た
様
々
な
在
留
資
格

の
も
と
多
く
の
外
国
人
が
日
本
国
内
で
生
活
し
て
い

る
状
況
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
鈴
木
市
長
か
ら

は
、
外
国
人
が
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
学
習
支

援
や
外
国
人
活
躍
推
進
に
取
り
組
む
事
業
所
の
認
定

等
の
先
進
的
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、

特
定
技
能
制
度
の
活
用
や
留
学
生
定
着
の
取
り
組
み
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

一
方
、
君
塚
部
長
か
ら
は
共
生
施
策
の
構
築
を
掲

げ
つ
つ
、「
安
全
安
心
社
会
」「
人
権
尊
重
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
」「（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通

じ
た
）Ｄ
Ｘ
推
進
」
を
重
視
し
た
外
国
人
材
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
く
と
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
外
国

人
技
能
実
習
制
度
・
特
定
技
能
制
度
の
今
後
の
見
直

し
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
①
政
策
目
的
・
制
度
趣
旨

と
運
用
実
態
の
分
か
り
や
す
い
整
合
、
②
人
づ
く
り

の
理
念
の
維
持
、
③
人

権
侵
害
行
為
の
防
止
、

④
今
後
の
日
本
社
会
の

あ
り
方
に
沿
っ
た
制
度

作
り
、
の
₄
つ
の
基
本

方
針
を
基
に
歴
史
的
決

着
を
図
り
た
い
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。
な
お
、

特
定
技
能
に
つ
い
て
は
、

₁
号
か
ら
₂
号
へ
の
移

行
を
円
滑
化
す
る
こ
と

で
、
一
貫
し
た
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
の
整
備
を
行
う

と
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
パ
ネ
ル
デ
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